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平成 26 年度協議会の取り組み結果について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）様式の共通化（連携シート） 

 

◇検証のためのワーキンググループ会議を開催 
 【実施日時】：平成 26 年 11 月 7 日 
 【出席機関】：試行実施に関わった８機関（９名） 
 
       （民間団体） 

     一般社団法人愛知ＰＦＳ協会、一般社団法人日本ダイバーシティ推進協会、一般社団法人若者支援事業団 
     ＮＰＯ法人なでしこの会、ＮＰＯ法人ＴＥＡＣＨ ＦＯＲ ＮＩＰＰＯＮ、ＮＰＯ法人ひだまりの丘 
    （行政機関） 
     なごやジョブサポートセンター（市民経済局）、教育センター（教育委員会） 

  
 【内  容】：共通様式及び成果指標の試行実施に関する振り返り 
        ＜検討結果＞ 
         共通様式、成果指標については特に修正点はなし 
        ＜使用した感想＞ 

普段、綿密な連携関係がある団体でも、数値を通してその成果を共有し合うことで、別の視点から支援の 
在り方や本人へのアプローチの方法などを話し合うことができた。 

 

１ 様式の共通化（連携シート）、支援の効果測定（成果指標）の試行実施の結果検証 

 

 連携する支援機関同士で、相談者の情報を統一したファーマットのもとに共有することで、重複した課題を抱え

た相談者を、どの支援機関にリファーしても、途切れることなく適切な支援が受けられることを目的として実施 

 ［当面、子ども・若者総合相談センターからのリファー時に使用する］ 

   試行実施の実積（26.10 末まで）：リファー先支援機関：７機関、件数：４０件 

資料３ 
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参考：共通様式（連携シート） 



- 3 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆効果測定の結果 

 （23 人のうち一部抜粋: リファーした者について、26.10 末時点で状況を調査） 

変化の度合い 自立に向けた行動 コミュニケーション 

変化なし 3 1 

1 6 8 

2 3 2 

3 5 6 

4 6 3 

5 0 1 

6 0 2 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支援対象者属性 自立に向けた行動 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 

性別 年齢 主訴 前 後 前 後 

男 21 ひきこもり 2 2 3 4 

女 27 ひきこもり 5 8 4 7 

男 15 不登校 2 3 3 4 

男 23 ニート 5 8 3 9 

男 16 発達障害 3 7 2 8 

男 33 精神障害 5 5 5 7 

（２）支援の効果測定（成果指標） 

困難を抱える子ども・若者支援においては、「就労」「復学」といったゴールのみで成果を測定されることが多いが、こ

うした成果に辿りつくには相当の時間を有する場合が多い。従って、支援による利用者の変化を具体的に測定するため

の指標により、支援の状況を可視化するとともに、長期的な視野をもってサポートすることの重要性について社会的な

理解を求めるもの。 

 

試行実施の実積（26.10 末まで）：他の支援機関へのリファー ２３人を対象 
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成果指標 

現

状 
自立に向けた行動 

 
現
状 

コミュニケーション 
（対人関係）  

０ 
支援スト
ップ 

来所拒否など支援がストップして
いる 

 
 
 
 
 

１ 
他者への警戒心、拒絶感が強く、家族
も含め、誰ともコミュニケーションが
とれない １ 

自分では
相談に来
ることが
できない 

自分の部屋から出ることができな
い 

２ 自宅から出ることができない 

 

２ 
インターネット・メール等であれば、
複数の他者とコミュニケーションがで
きる 

３ 
普段は自宅から出ないが特定の場
所あるいは特定の目的であれば外
出することができる 

 

３ 
一人でもコミュニケーションをとれる
人がいる（家族・友人等） 

４ 

自分で相
談に来る
ことがで
きる 

周囲から言われるがままに来所し
ている。来所はしているが受身ある
いは拒否的な状態。 

 

４ 
特定の人・特定の話題ならば会話が成
立する 

５ 
自分自身の意思により来所してい
る状態 

 

５ 
複数の他者からの働きかけにこたえる
ことができる 

６ 
情報収集など自立に向けた具体的
な行動に取り組むことができる 

 

６ 
相談員などの声掛けがあれば、他者に
働きかけることができる 

７ 

【就労・進学等】 
体験的な就労など
社会参加に向けた
トレーニングを行
うことができる 

【不登校】 
不定期・短時間
であれば登校・
通所ができる 

 ７ 
自分から人に声をかけ人にかかわるこ
とができる 

８ 

将来の方向性を
決定し、具体的な
準備行動ができ
る 

３か月以上継続
して登校・通所
できる（要サポ
ート） 

 ８ 
他者の気持ちを考えたコミュニケーシ
ョンをとろうとしている様子が見受け
られる 

９ 

非正規就労が決
定している、ま
たは進学が決定
している 

フリースクール
等にほぼ毎日登
校・通所ができ
る 

 ９ 小集団でのコミュニケーションが可能 

10 
正規就労が決定
している 

学校に復学でき
ている 

 10 
社会生活を行う上で支障のないコミュ
ニケーションが可能 

＊「自立に向けた行動」と「コミュニケーション」の現状の段階はリンクしていない。 

支援機関 評価日時 
自立に向
けた行動 

コミュニケ
ーション 

合計 備考 

      

      

      

相談者名
フ リ ガ ナ

： 

参考:成果指標 
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（１）支援機関の支援内容、事例等報告会の開催 
 

 名古屋市発達障害者支援センタ－ りんくす名古屋での報告会 
  実施日 ：平成 26年 10 月 31 日（金） 
  参加者数：１９名 
   ＜実施内容＞ 

 15：00～15：30「発達障害者支援センターにおける支援について」発達障害者支援センター主査 冨田 典子 

 15：30～16：45 事例検討（グループワーク）・発表 

 16：45～17：15 児童福祉センター見学 

研修後のアンケートでは、ほとんどの参加者が「役に立った」と答え、いくつかの団体から、今後連携をしていきたいとの要望をいた  

だいた。 

 

２ 企画委員による取り組み（ネットワークが円滑に機能するための方策） 

◇団体等の実務者による企画委員会を組織し、各テーマ別にグループ化し、以下の取り組みを実施した。 
  
 ［企画委員］ 
  （民間団体） 

   一般社団法人しん、一般社団法人日本ダイバーシティ推進協会、ＮＰＯ法人こころとまなびどっとこむ 
   ＮＰＯ法人全国こども福祉センター 
  （行政機関） 
   なごやジョブサポートセンター（市民経済局）、ひきこもり地域支援センター（健康福祉局） 
   発達障害者支援センター（子ども青少年局） 
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（２）困難事例に対するケース検討会議の開催 
 

 実施日 ：平成 26 年 11 月 20 日（木） 

 場  所：西生涯学習センター 

 参加者数：22 名 

 ＜実施概要＞ 

  様々な困難を抱える子ども・若者の「具体的事例」をもとに、ワールドカフェ方式でグループワークを行い、支援のアイ 

  ディアを出し合うことで、他団体の支援方法、強みを知るなど、情報等の交換・共有を行った。 

 ＜事例提供機関＞ 

  ◆なごやジョブサポートセンター（就労）、◆ＮＰＯ法人全国こども福祉センター（親子関係・非行） 

  ◆一般社団法人しん（精神障害）、◆子ども・若者総合相談センター（ひきこもり） 
  
 
 
 
 
 
 

 
 

 提供された事例はいずれも重複した課題を抱えたケースであり、参加者一人一人が「できること」を真剣に考え、持ち 

 寄った。 事例提供者からは、 

 ・新しい発想が得られた。思いもつかない意見があり参考になった。 

・一緒に真剣に考えてくれて嬉しかった。    

 などの振り返りがあった。 

 
 ☞名古屋市アドバイザー井村氏からのコメント 

「一緒に考えてくれる人が増えた」という今日の感覚を大切にしてほしい。一緒に考えてくれる人が増える 

ということは、発想のバリエーションが増えるということ。つながることでしか得られないものがある。 
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（３）メールマガジンの発行 
 

協議会構成メンバーの情報共有を目的に、メールマガジンを発行した。 

  ２６．９創刊準備号、１０月以降各月１回、計７回発行 

 ［内容］ 

  ・協議会として実施する取り組みの周知、ＮＰＯ団体等の実施する研修等の周知などの情報提供 

  ・名古屋市アドバイザー 井村氏のコラム    など 

（４）支援者スキルアップ研修 

支援者としてのスキル向上を目的として、下記の研修会を実施 

①若者支援における家族療法 

講 師：東 豊氏（龍谷大学文学部臨床心理学科 教授） 

日 時：平成 27 年 1 月 14 日（水）13：10～14：45 

会 場：ウィルあいち 

参加者：３０名 

②医療機関を中心とした地域連携の取り組み 

講 師：平野 千晶氏（医療法人成精会苅谷病院 院長） 

日 時：平成 27 年 3 月 6 日（金）19：00～21：00 

会 場：ウィルあいち 

     参加者：２４名 

 


